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午前９時３０分開会 

○委員長（佐々木隆義君） おはようございます。合併後初めての委員会でありま

す。委員のメンバーも９名ということ、そして委員会の審議の内容につきましても

大きく観光部門が入っての審査をするという重要な新市に向けての委員会であると

いうふうに思います。皆さん方の積極的なご協力をお願いしたいと思います。冒頭

挨拶といたします。 

只今より建設観光委員会を開会いたします。先ず本会議において本委員会に付託

されました議案４件につきまして、審査をいたしたいと思いますのでご協力をお願

いいたします。 

市長さん、何かございましたら。 

○市長（村田弘司君） 今回は委員会でございますので、市長が委員の方々のご議論

にあまり介入しますと問題がありましょうから特段のことがない限りは私は発言を

差し控えさせていただきたいと思います。執行部の諸々の案件についての委員の方

よりご質問がございましたら担当の部課長より説明をいたさせます。以上でござい

ます。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、ありがとうございました。議長さん、何かござい

ませんか。 

○議長（秋山哲朗君） ありません。どうぞよろしくお願い致します。 

○委員長（佐々木隆義君） それでは、これより審査を始めます。 

議案第１号、平成２０年度美祢市一般会計予算の本委員会所管事項について審査

をいたします。本案につきましては、先の本会議で提案説明がありましたが、新規

事業、また主な事業等、特に補足する必要がありましたら執行部より説明をお願い

いたします。はい、金子課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） それでは、議案第１号平成２０年度美祢

市一般会計予算の本委員会所管に係る予算につきましてご説明を申し上げます。 

  この厚い予算書の２１２ページをお開きいただきたいと思います。労働費でござ

います。労働費の新規事業については特にございませんが、補足説明といたしまし

て、２の勤労青少年ホーム費、これにつきましては教育委員会の所管になりますの

でよろしくお願いいたします。 

  続きまして２１４ページの目の４勤労者福祉施設費でございます。これは美祢市
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勤労福祉会館と美祢勤労者総合福祉センター、これ通称サンワーク美祢と申します

が、これに伴います経費でございます。旧市におきましては、これは費目は別々に

なっておったところでございますが、今回指定管理者ということで費目を統一した

ものでございます。労働費につきましては以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、古屋局長。 

○農業委員会事務局長（古屋安生君） それでは農業委員会関係の部分のご説明をい

たします。２１６ページでございます。農業委員会費につきましては特に新規事業

もなく、例年どおりの予算になっております。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） それでは農林課所管の予算についてご説明

を申し上げます。ページは２１８ページになります。農林課関係につきましては若

干の新規事業がございますので、その新規事業につきましてご説明を申し上げたい

と思います。ページにしまして２２３ページでございます。説明欄の一番下になり

ます。０１１番、八代ぬくもりの里管理経費でございます。この予算につきまして

は旧秋芳町の八代小学校が平成１７年３月に廃校となっておりますが、この跡地を

活用し、地域の新しい交流拠点の施設として平成１９年度に整備をされたものでご

ざいます。この管理につきまして指定管理ということで予算を計上いたしておりま

す。 

  続きまして２２５ページでございます。農地費でございますが、００２番に農地

費経費がございます。この中で費目の５番目になりますが、測量設計委託料がござ

います。これにつきましては秋芳町別府の郷の原地区におきまして可動堰の改修を

する事業でございます。今年度から２１年度、２箇年計画で新規に着工することと

しております。それから下側になりますが、団体営農地防災事業でございます。新

規に伊佐地区の牛明奥ため池改修工事を平成２０年、２１年の２箇年で改修するこ

とにしております。総事業費につきましては４，６００万円を予定し、今年度にお

きましては２，２２２万円を計上しておるところでございます。事業内容につきま

しては堤体工３５ｍの改修でございます。 

  続きまして２２７ページでございます。００４番としまして、単県農山漁村整備

事業がございます。これにつきましては秋芳町岩永本郷にあります中村地区のかん

がい排水事業を行うものでございます。一応本年度、単年度工事として新規に着工
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するものでございます。工事内容につきましては用排水路の改修でございます。延

長につきましては９５ｍを予定をしておるところでございます。総事業費につきま

しては１２１万２，０００円としてるところでございます。それから００８番、元

気な地域づくり・プロジェクト支援交付金事業がございますが、この事業の中で美

祢地区の叔母ヶ河内でございますが、獣害防止柵を新規に本年度、更には来年度と

２箇年継続で新規に着工することにしております。総事業費７００万、今年度にお

きましては２７１万６，０００円を予定しているところでございます。ちなみに今

年度の事業量は延長６５０ｍを予定しているところでございます。 

  続きまして、畜産業費でございます。２３１ページをお願いをしたいと思いま

す。上の段に００３番、畜産基盤再編総合整備事業でございます。この事業につき

ましては旧美祢市におきまして、平成１８年、１９年で梶岡牧場について整備を進

めてきたところでございます。新規事業ではございませんが、今年度におきまして

美東の井上建夫、秋芳町の土山真作より要望がございまして、今年度、来年度２箇

年で整備に取り組むこととしております。井上建夫につきましては肉用牛を飼育を

しております。飼育計画としまして現在１２頭を飼育しておりますが、これを３２

頭へ増頭するという計画になっております。土山真作につきましては乳用牛を飼育

しております。現在２７頭飼育しておりますが、これを８０頭に増頭するという計

画になっております。これに係る整備経費を計上いたしております。 

  次に林業費でございます。２３５ページでございます。上の段の００８番、美し

い山づくり事業でございます。森林再生補助金でございますが、これにつきまして

は竹の繁茂を防止するとともにその波及効果として周辺山林の整備を推進しようと

するものでございます。整備予定面積として６．４５ヘクタールを予定していると

ころでございます。 

  続きまして、作業路網開設補助金でございます。これにつきましては整備を行う

森林への連絡道としての作業路の設置、そして整備を行います森林内への路網の開

設に対する補助金でございます。幹線作業路としまして５００ｍ、それから支線作

業路として７００ｍ分を予定をしているところでございます。農林課につきまして

は以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、金子課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 続きまして、２３６ページからの商工費
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でございます。２３６ページ、一枚開いていただきまして、２３８ページの商工振

興費、流通対策費におきましては、主な新規事業につきましてはございません。補

足説明についても別段ございません。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、篠田課長。 

○総合観光部観光振興課長（篠田清実君） それでは２４１ページ、観光経費につい

てご説明申し上げます。観光経費の中ほどに秋吉台観光まつり助成金９００万が予

定されておりますが、これは新市合併記念と秋吉台観光まつりを実施するものの助

成でございます。続きましてその下の秋吉台エコツーリズム協会負担金、これは新

規でございます。秋吉台地域におきまして環境保全、観光振興、地域振興を図るた

めエコツーリズムを推進しております秋吉台エコツーリズム協会に助成をするもの

でございます。続きましてその下においでませ山口観光キャンペーン負担金、これ

は今年、平成２０年度山口県、ＪＲ各社が山口県で行っておりますデスティネーシ

ョンキャンペーンに対します補助金でございます。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、金子課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 続きまして２４４ページ、商工費、道の

駅みとう管理経費からでございますが、この中の７目、企業誘致対策費及び次の２

４６ページの目の８、十文字工業団地給水施設費につきまして、これは合併に伴い

まして現在商工労働課というふうに名称が変更といいますか設置されまして、この

商工労働課の方におきまして、産業振興推進室という室を設けまして企業誘致等に

取り組むことになりました。その関係でこの企業誘致対策費及び十文字工業団地給

水施設費の方を所管するということになったものでございます。内容につきまして

は新規事業等はございません。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） これからは土木費になります。２４９ページをお願

いします。土木総務費のうちの上段の中段あたりにあります土地購入費５，６０３

万５，０００円。これについては初日の提案説明の土地開発公社の報告にもござい

ましたが、美祢土地開発公社より買い取りの依頼がございまして、秋芳町旦地区、

場所にしましては伊佐町から秋芳町に入りまして、美祢アスコンってございます

が、それの東側に位置するりんどうの丘のところです。その団地内の有形固定資産

としまして、土地２，８９８平米の購入費でございます。この土地並びに構築物、
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特に構築物といいましたら住宅内の道路、調整池及び目隠しフェンス等がございま

す。これらについては公共性が高く一般に販売することができないものでありま

す。今後建設課の行政財産として管理するものでございます。それの四つ下の金額

は小さいんですが、住宅・建築物耐震改修等事業、２８万円でございますが、これ

は旧美祢市において昨年９月から一般住宅建築物の耐震診断や耐震改修の経費に補

助するために設けたものでございます。新市になりましても耐震診断・耐震改修等

やるということで、進めていくということで計上しているものでございます。この

分につきましては耐震の診断について１戸当たり２万８，０００円掛ける１０の、

１０戸分の２８万円を計上したものでございます。続きまして、２５１ページ、地

籍調査費のうちの委託料、中段あたりに測量委託料、機器保守委託料、調査・研究

委託料とございますが、地籍調査に係るものでございます。これに計上してあるも

のは、美祢・美東地区の６箇所、約６．９２ヘクの３，４４７筆の地籍調査でござ

います。参考までに美祢市の地籍調査、新市の地籍調査の２０年３月末の進捗率を

言いますと全体では３４．５％です。旧美祢では１９％、内訳としまして、美東で

は４．７％、秋芳では１９年度で終わったということで１００％になっておりま

す。 

  続きまして、飛びますが、２５５ページ橋梁維持費の委託料、上の段の００１の

橋梁維持経費、点検業務委託料１８９万ございます。今年度は５橋分の、美東地区

に当たるわけですが、橋梁点検をすることとしてます。このことが今現在橋梁につ

いては、アメリカ等で事故があったということで言われてまして、橋梁の長寿命化

を当然しなくてはいけないということで、国の方も１９年度から２５年度について

は、改修については補助対象になるということで進めております。今後新市におき

ましても必要な橋梁、橋の数は多くあるわけですけど、主要な道路の、またかつ橋

梁の橋の長い、１５ｍ以上等を検討しながら、点検の結果で今後それの改修にあた

る必要が出るというふうに考えております。 

  続きまして、２５７ページの街路事業費のうちの００２番まちづくり交付金事業

の、事業の全体が５，７０４万円でございますが、継続ではございますが、市の目

玉的な事業でございますので進めさせていただきます。市役所の、駅を含む、市役

所を含む、下村地区を含む全体の美祢市中心市街地地区、吉則・下村地区になりま

すが、１７年からやっておりまして、２１年度の完成で継続事業としております。
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地域の生活基盤施設、道路関係、歩道関係、高質空間等で、公園等、ストリートフ

ァニチャー等、情報板等、いろんな事業が入ったものでございます。２０年度は県

に代行していただいておりますその中の区域内の渋倉伊佐線の歩道の広い広幅歩道

の整備がメインの事業となっております。 

続きまして、２６１ページお願いいたします。上段の河川総務費に当たります

が、００４番、洪水ハザードマップ整備事業５５０万円のものですが、これにつき

ましては大雨の降ったときに河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域、これを

浸水想定区域というわけですが、水防法の規定に基づきまして、県の方でそのへん

を調査していただいてます。そのものをハザードマップを作りまして、その関係の

地域住民の方に洪水予報の伝達方法等、避難場所、その他洪水時の円滑かつ迅速な

非難の確保を図るために必要な項目等を記載しまして、周知しまして備えるという

ことです。旧秋芳町、美東町においては、すでに１９年度にやられておりまして、

対象河川は秋芳町につきましては、厚東川の嘉万から岩永下郷あたりの１７．９キ

ロあたりのマップでございます。美東町になりましたら大田川の大木津から田津の

あたりの６．４キロのもののハザードマップを作成されてます。参考までにこれは

秋芳町のものですが、こういう関係の場所を示して、大雨の時には浸水する恐れが

あるということを促しながら、避難場所とかいうものを周知しまして万が一に備え

るというもので、それを今回、美祢地区の分でやるわけでございますが、厚狭川で

重安の上流からＪＲ南大嶺駅の下流までの延長７．６キロの区間におけるハザード

マップを作成しまして、これを周知する格好となります。 

続きまして、後ほど継続費にも影響するわけですが、２６３ページ、住宅建設費

美祢の下領、下領北団地というのがございまして、建替えを１３年から行っており

ます。計画では６棟でございますが２棟やった状態で投資的経費等で、財源等の関

係で１７、１８、１９年、中断した状態になってます。このたび前々から建替えを

また推進しなくてはならないということで、この度３棟目に当たるＢ棟になります

が、それを建設するということで２０、２１年度で計画するものです。建物の規模

的には４階建てのＲＣで２４戸分の住宅を計画しております。それの建替実施設

計・地質調査等、次のページにわたりますが２６５ページの上段の分の公営住宅整

備工事、公営住宅等関連施設整備工事、これの関係が下領北の建替えに該当するも

のでございます。 
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続きまして金額が少ないのですが、その段の、今説明しました木造住宅耐震改修

事業、先程耐震一般住宅の説明をしましたが、その分の改修に当たるものを予算化

しております。３０万円でございますが、これは１戸分ですが、物件が増えれば当

然のように補正対応等、次年度にまわす等、対応するというものでございます。土

木費については以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、金子消防長。 

○消防長（金子正治君） ２６４ページからの消防費についてご説明を申し上げま

す。２６７ページをお開きいただきたいと思います。まず常備消防費の総務費の関

係でございますが、説明欄の中ほどに施設整備工事費として４６９万８，０００円

ほど計上いたしております。これにつきましては、２０年の４月１日付で女性職員

を１名採用いたしましたので、女性用の仮眠室・浴室等の改修工事費でございま

す。 

  続きまして、２６９ページ、非常備消防費の関係でございますが、非常備につき

ましては一市二町合併によりまして、３団が統合しまして団員定数１，０００人、

実員が４月１日現在で９２７名でございます。団員報酬、出動手当につきまして

は、合併協議の中で旧美祢市の報酬手当を支給するということで、旧美祢市の額に

合わせて計上をいたしております。それと装備費についてもいろいろ差がございま

したので、特に２０年度につきましては個人の装備品から均一化を図ろうというこ

とで、活動服、美祢市につきましては新基準の活動服になっておりますけど、旧美

東町・秋芳町につきましては旧基準の活動服でありましたので、一応新基準の活動

服に合わせるということで、３年計画で合わせることにしておりまして、本年度に

つきましては、１７６名分の活動服、長靴等をそろえることとしておりまして、計

上をいたしております。 

  次に２７１ページ、消防施設費の関係でございますが、００１、消防施設経費の

うちの施設整備工事で４２５万３，０００円ほど計上いたしております。これにつ

きましては、旧美祢市の２０トンの無蓋の防火水槽につきまして、平成１０年度よ

り計画的に蓋かけをやっておりまして、２０年度につきましては４箇所についての

工事費として計上いたしております。１９年度末までに７９基、全部で１０３基ご

ざいますけど、７９基ほど蓋かけが終わっております。 

次に収入の方に戻っていただきたいと思いますが、１２３ページ、諸収入の消防
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雑入でございますが、高速自動車道救急業務支弁金として１，８７５万２，０００

円ほど計上いたしております。これにつきましては高速自動車道における救急業務

に関する覚書に基づき算出しました額を計上いたしております。以上でございま

す。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 建設経済部所管の歳入については特にご説明するこ

とはございません。１１ページの継続費について説明させていただきます。 

  先程住宅建設費の２０年度のものを説明させていただきましたが、この表の内訳

としまして、３３４ページにその内訳がございます。先程も説明しまして２０年

度、２１年度の２箇年で継続してやる下領北団地住宅建替事業でございます。財源

等は書かれてることでございますが、地域住宅交付金事業ということで基本は４

０％の交付金がございます。それを他の事業と、住宅関係の他の事業も交付金事業

にございますので、その中で実際の調整が図られまして、５箇年で一区切りとなっ

ている事業でございます。全体の交付金事業としましては、それの継続費の総額に

対する一番右にございますが、２０年度が進捗率とありますが、２０．１％すると

いうことで、２１年度に７９．９％、大半が２１年度の建設事業になるということ

で、入居等も２１年度の終わり、２２年４月に入居を考えているところでございま

す。継続費についての説明は終わります。その他債務負担行為、地方債等は特に説

明するところはございません。以上です。 

○委員長（佐々木隆義君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。なお、発言されます方はマイクをお持ちのうえ発言をしてください。西岡委

員。 

○委員（西岡 晃君） まずは労働費のところで、２１５ページ、勤労者福祉施設管

理運営経費、サンワーク美祢だと思うんですけど、この指定管理者の委託料１，６

５９万円となってますが、これは３年前ぐらいですかね指定管理者にしたのは、そ

の当時とかなり指定管理者の費用が上がってるように思うんですが、これは変更が

ありましたか。というのが、前年はどのくらいだったかわかれば教えていただきた

いと思いますけど。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、金子課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） この美祢市勤労福祉会館とサンワーク美
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祢の指定管理者の件でございますけれども、指定管理者といたしましたのは今年の

４月から３箇年ということでございます。なお、この内訳につきましては、勤労福

祉会館が３９９万、消費税込みでございますが、サンワーク美祢の方が１，２６０

万円ということで合計１，６５９万円という数字になっております。なお、これま

での委託金につきましては手元に資料が今持っておりませんので、後程ご報告させ

ていただければと思います。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） いいですか。岩本副委員長。 

○副委員長（岩本明央君） まず僕らが座って発言してもいいんですか。 

○委員長（佐々木隆義君） そのままでいいです。 

○副委員長（岩本明央君） それではたくさんありますので順次質問をさせていただ

きます。最初に予算書には関係ないのですが、道路台帳、これは市道、農林課でい

えば農道、林道、作業道までどうかわかりませんが、その辺の管理・保管場所はど

うかということと、もう一件は閲覧ができるかどうか。もう一つは閲覧料が何ぼぐ

らいかということ、もし無料であれば一番いいんですけど、その辺のことを順次お

答えをお願いいたします。 

それから今度は予算書をページ追っていきますが、２２３ページの真ん中辺の０

０６の農作物鳥獣被害防止対策事業ですが、これは猪をはじめいろいろありますけ

ど、例のしっぽを持っていけば補助金がもらえるという例の分ですか、２２３ペー

ジですね。これはもう一つ予算内で補正が特に頭数が多かった場合には補正が組ま

れるかどうかということ、過去にはそういう例がありましたのでお尋ねをいたしま

す。 

それから２３９ページ、１９番の負担金、補助及び交付金ですが、市商工会運営

費補助金、これは前から美祢市としてあったものがどうかということをお尋ねしま

す。１，１００万円ですね。それから２４１ページの下から９行目の繰出金、これ

は観光かどっかの方に行くもんだろうと思いますが、５，４５３万円、それはそれ

でよろしいか確認をいたします。 

  それから２４９ページ、これはさっきありましたね、りんどうの丘の２，８９８

平米の土地購入費５，６０３万５，０００円これはわかりました。 

それからその五つ上の道路台帳委託料２８０万、これのもう少し詳しくご説明を

お願い致します。 
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それから２５３ページの道路橋梁費の中の真ん中よりちょっと上の道路整備工事

４，２５０万、この辺ももうちょっと詳しくお話を願いたいと思っております。 

同じく都市計画費の中の２５５ページ、上から７行目の道路整備工事この辺も一

つお願いをいたします。 

それから同じく２５７ページの真ん中辺の道路整備工事費５，４７０万も同じよ

うにお願いいたします。 

２３５ページの上から５行目の有害鳥獣対策事業、この辺の関係もさっきの質問

の中と関係すると思いますが、その辺のことも併せてご説明をお願いいたします。 

２２９ページ、畜産業費の関係の優良繁殖雌子牛導入事業で１２０万組んであり

ますが、これは１頭当たりの、これが８万円でしょうか。 

それからもう少し上の方に１９年度からの新規事業で農地・水・環境保全向上対

策事業の関係で、これはグループが何ぼぐらい全体であるものかということをお尋

ねをいたします。とりあえず大変多くて申し訳ないんですが、わかる範囲でご説明

をお願いいたします。以上です。 

○委員長（佐々木隆義君） 随分件数が多いございましたが順次、はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 順番はちょっと変わってもよろしいですか。漏れま

したら申し訳ございませんが教えていただければと、建設課の方の関係でご説明さ

せていただきます。一番初めに道路台帳の保管場所ということで、合併して間もな

いということは当然ご存じのことですが、今道路関係で路線が美祢・美東・秋芳合

わせまして、１，０８２路線、６４４キロということで、もちろん各地区、旧一市

二町の時に道路台帳は各建設課で経済課、施設課等で管理しております。今合併時

で、一括に皆本庁で、あるとこで管理するという考えも当然ございますが、道路等

でそれが問題になる場合は現地が問題になるということで、今現時点では各本庁、

支所で保管してます。閲覧についてですが、道路台帳は基本的に道路の地形図が載

っておるわけですが、それがイコール所有権に当たるもんではございませんが、そ

れが独り歩きするといろいろ道路がここまであるということで、誤解を招く場合も

ありますが、閲覧についてはその場で関係ある事を聞いて閲覧はしていただいてま

す。それをコピー等については旧美祢市ですが、問題ない時にはあれなんですけ

ど、そういうことの関係でコピーさせて欲しいと言われた場合には、ちょっとお断

りしてます。先程言いました地形をとった状態の台帳ということで、その辺が若干
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道路台帳の保管の状況からすれば、正しいこととは思いませんが、実態的にそうい

う運営をさせていただいております。それと建設課の関係から言わせていただきま

すと、２５３ページの道路整備工事４，２５０万、このことを言われましたが、こ

れについては道路維持費ということで、３地区の道路関係、莫大あるわけですが、

内訳としましては、４１件の内容がございます。道路名を皆あげるということはあ

れですが、４１件ございまして、内容的には道路維持ですから市道の側溝及び横断

橋、排水路、落石等、その辺の関係を防止してると、防止するための４１件に相当

するトータル金額でございます。それと２５５ページの上の段の道路整備工事１億

７００万、これにつきましても道路新設改良でございますが、これも道の関係で件

数的には新設改良で１８件を予定してますが、当然原課としては予算を必要性で考

えたわけですが、ずいぶんあれされまして、調整はちょっとしてますが、その程度

が皆入ってるということで、内容的には新設改良ですから現状の拡幅等が大半で、

それも延長的には１００ｍ、２００ｍ以下、３０ｍからあの辺の範囲で進捗率が悪

いというかそういう状況の予算化になっております。それと２５７ページ、まちづ

くり交付金事業の５，７０４万でございますね、先程ちょっと説明しましたが、交

付金事業全体の説明をしましたが、その中の内容でございまして、先程言いました

吉則下村地区の関係の工事で渋倉伊佐線の歩道の表装関係の工事が大半と、それと

部分的にストリートファニチャーというのがございまして、ベンチとかパーゴラそ

ういうものも皆含めまして、工事、大きな名前で道路整備工事としています。そう

いう内容があるということでございます。気付きましたらあれしますが、建設課の

方はよろしいですか。すいません。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） それでは農林課関係のご質問についてお答

えをいたします。先程林道台帳の保管場所、閲覧についてのご質問でございまし

た。林道につきましては新市になりまして１４７路線、１３万７，９９２ｍという

ことになっておりまして、旧一市二町のそれぞれの台帳につきましてはまだ合併も

間もないということで、それぞれの本庁、各総合支所の方で保管をしております。

将来的には簿冊を整理いたしまして、どこでも見れるという形にもっていけたらと

いうふうに考えております。それから閲覧につきましては市道と同じ考え方でご認

識をお願いしたいと思います。続きまして、２２３ページの農作物鳥獣被害防災対
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策事業と２３５ページの有害鳥獣対策事業の下の欄になりますが、有害鳥獣捕獲奨

励事業補助金との兼ね合いでございました。ご質問の猪なり鹿、そういうふうな有

害鳥獣の捕獲に対する補助金につきましては２３５ページの林業費の方にあります

有害鳥獣捕獲奨励事業補助金でございます。捕獲頭数によっての予算不足に対する

補正というお尋ねでございましたが、できればそういう形にもっていきたいと考え

ますが、該当状況等勘案しまして、また財政当局との話し合いになろうかというふ

うに考えております。それから２２９ページの優良繁殖雌子牛導入保留奨励事業補

助金の一頭当たりの単価でございましたが、ご質問のとおり今８万円で計上いたし

ております。それから誠に申し訳ございません、最後に質問についてちょっと聞き

漏らしたもので、グループ数。（発言するものあり）農地・水・環境のことでござ

いますか。これにつきまして、美祢につきましては各集落で協定を結んでおりま

す。そして美東、秋芳につきましては、それぞれの地区におきまして、保全会とい

うものを、複数集落がまとまって結成をいたしております。それで集落数について

わかりませんが、その協定数で申し上げますと、美祢につきまして９協定、美東に

つきまして４協定、秋芳につきまして５協定ということになっております。合わせ

て１８協定の活動になっております。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 先程ちょっと説明が漏れた部分がございまして申し

訳ございません。２４９ページの中程で道路台帳作成委託料２８０万についてもご

質問されて、答えてなかったもんですいませんでした。この委託料につきましては

前年度に新たに市道に認定されたり、変更したり、または改良された場合とか、そ

れを次年度の末位に道路台帳等の修正等、測量等をして整備する委託料でございま

す。申し訳ございませんでした。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、山本課長。 

○総合観光部観光総務課長（山本 勉君） ２４１ページの繰出金のことでございま

す。この繰出金につきましては後程観光の特別会計の方でご説明をしたいと思って

おりますが、（発言するものあり）そうですね。それに基づく工事費を特会の方か

ら出すようにしております。それに対するリフレッシュパーク施設を整備している

ものです。これに対する交付税の参入額、これを一般会計の方から繰り入れるとい

う形にしております。 
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○委員長（佐々木隆義君） 岩本副委員長の方からの質問につきましては以上でござ

います。その他ございましたら。はい、村上委員。 

○委員（村上健二君） 林業関係の、本会議場でもＡ議員が質問されましたが、美し

い山作り事業、これ新規事業ですいね。新規事業ですね。この辺をもうちょっと詳

しく説明をしていただきたい。議員が言われたのは矯正施設の竹箸の、第三セクタ

ーですか、それについての連動性があるかないか。この辺をもうちょっと説明して

いただきたいと思っております。それからあと質問します。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） お答え申し上げます。美しい山作り事業と

美祢農林開発が行っております竹箸の連動性があるかということでございますが、

究極的にはこの事業で整備した竹林から美祢農林開発への供給ができると考えてお

るとこでございます。本来森林の整備というものは杉、檜の整備にとらわれがちで

した。本会議でも申し上げましたが、竹林面積が県下五番目の９３５ヘクタールを

有しているということで、この整備も必要だろうということで、この事業を組んだ

ものでございます。この事業を行うことで伐採した竹材の有効活用と言いますか、

これが竹箸の材料への供給にもつながるだろうというふうにも考えているところで

ございます。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、村上委員。 

○委員（村上健二君） ということは、第三セクターのこの竹箸のところの原材料費

の供給するために作られたということですか、主に。これは今から来年も継続でや

られるわけです。６．４５ヘクタール、曽根と平国木と榎田ですか。来年もここを

やられるわけですか。もし継続になると。計画は。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） 場所につきましては、施業しました竹林に

つきましては、３年、４年周期でその新しいと言いますか、古い竹材を伐採する必

要があろうという、整備をする竹林の団地につきまして、残った竹と言いますか、

そして伐採した跡地に新しい竹が入ってきます。そして、その新しい竹を生かしな

がら古くなった竹を、杉檜で言いますと間伐と言いますか、抜き切りをしてその竹

林を維持するということになってまいります。 

○委員（村上健二君） ちょっとええ、今聞くのは、この３地区をもし継続でやられ
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るなら、来年度もここでやられるわけですか。場所をやり変えてかどうか、単年度

で終わるかどうか、これで。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） この３地区今計上しておりますが、終わら

ない所につきましては、またその隣接という形になってこようかと思います。竹林

も美祢、秋芳、美東ございます。新市の全地域について整備をする仕組みについて

は、場所を変えながら変更できたらなと考えております。 

○委員（村上健二君） はっきり、継続して来年もやられるわけですね、はっきり。

これは。単年度でこの事業終わるかと。市長、ちょっと。 

○委員長（佐々木隆義君） それでは、暫時休憩といたします。ここの時計で４０分

まで。 

    午前１０時３０分休憩 

 

午前１０時４５分再開 

○委員長（佐々木隆義君） それでは休憩を解き、質疑を再開いたします。執行部よ

り。はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 村上委員よりのご指名でございますので、私の方からご説明

をさせていただきたいと思います。基本的には美しい山づくり事業というふうに

書いてございますように竹林を含めた森林整備ということにあるわけでございま

す。しかしながらですね、結果として整備をする段階で、竹林を整備をする段階

で、出てきます竹材、これをもってですね、美祢農林開発株式会社、第三セクタ

ーでございますけれども、そちらの方の現在竹箸を美祢社会復帰促進センターの

方で作るということでやっております。これは社会復帰促進センター、国の方か

らですけれども刑務作業にひとつお願いをしたいと強く市としても依頼を受けて

おりまして、竹材を、結果として生まれました竹材をですね、刑務作業の竹箸を

作ることによってまたそのできた製品をもって新生美祢の特産物として発信をし

ていきたいということでございます。ですから美祢農林開発株式会社、第三セク

ターとすればですね、この美しい山づくり事業で生まれましたこの竹材を非常に

安いコストで仕入れて製品を加工するということで、その財政的な面が非常に恩

恵が大きいということが言えます。それと、先程村上委員がご質問になりました

けれども、この整備をする山が毎年変わるんではないかということでございまし
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たけど、当然のごとくですね、ある一定の面積をもって毎年、毎年整備をする地

域が変わるということになろうかというふうに考えております。それとちなみに

この事業につきましては、現在県の方の森林整備課でございますけれども、そち

らの方より単独県費の補助事業がこの事業に対していただけるという見込みでご

ざいます。私の方からは以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、河村委員。 

○委員（河村 淳君） 美東町さっきからよけ質問されたですがね、これは旧美東町

は確かに今まで８人しかおらんじゃったから、そのほとんど委員会と同じことであ

って皆質問があるわけですが、美祢市の方側としては色々今まで説明も受けており

ますけれども、そういうことでお許しを願いたいと思います。私は二つほど。私は

よういつも言いよったんじゃが、この辺をどういうふうに美祢市が考えて今までや

られておるかということですが、地籍の関係で委託料というのが組んじゃる。２５

１ページか。これでですね、要は委託料について私が思うのは、美東町も、旧美東

町でも、美祢市はどういうふうにされちょったかはわからんが、今の境界というも

のが、歳をとった人が皆で山へ上がって、だいたいその山の境界というのがほとん

ど今ならわかっておるが、段々年数が経つごとにその地権者の境界がわかる人が、

若い人はわからん。こういうことで測量委託はええんじゃが、要はそこで杭だけ打

っていくと、先に。当初、段取りちゅうか、物事のやる段取り。これを杭だけをず

っと打っていった後から測量はなんぼでも間に合うんじゃから。この辺を早期に、

杭だけを打つことを早期にやらんとですね、地籍調査完成までに相当に時間がかか

ると。秋芳町はだいたい済まされておるようですが、美東町はまだはなえてまだ間

がないんじゃが、この辺の考え方を今どういうふうに美祢市の担当課長でいいです

が、考えられておられるか、ということが一点と、これも新規事業で八代ぬくもり

の里管理経費とか、何ページか、２２３ページ。これの管理委託料ということがあ

るんじゃが、この辺について委託をどこにされるのかということが一点聞きたい。

その二点ほどちょっとわかれば聞かせていただきたい。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 河村委員からの質問ですが、地籍調査についてです

が、進捗が悪いということでそのかつ所有をわかる方も高齢になっていけないとい

うことで、実態として担当からも私聞いております。それで先行して構図等、山等
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になるとなかなかそれも難しいわけですが、先行して先に杭を打つとそれを確認し

てもらうぐらいにしたら進捗が早まるのではないかということで、その辺可能性十

分ございます。その辺の既存の構図等でわかればそのことも可能性としてあるとい

うことで、今後の検討でやらせていただきたいと思います。以上です。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） 八代ぬくもりの里の管理者についてのお尋

ねでございますが、地元八代地区におきまして各種団体、７団体が集まりまして

「八代ぬくもりの里」という組織を結成されております。この代表につきましては

中村久さんでございます。この八代ぬくもりの里の方へ管理を委託をしておりま

す。以上でございます。 

○委員（河村 淳君） 大変ありがとうございました。要は今の担当課長が言われた

が、地籍についてはそのように早急に今年度から、そういうことせんと、今杖を持

って山へ上がって人もだいぶおってようなから、大変大事なことであってなかなか

捗らんということがありますので、現在生きておられる、境界のわかっておられる

方が生きておられる時に、特に早急に杭だけを打つと、これを一応お願いしたい

と、よろしくお願いします。以上答え要りません。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、柴崎委員。 

○委員（柴崎修一郎君） 関連質問でもよろしいですかね。伊藤部長にちょっとお伺

いしたいんですけど。竹の子の水煮のですね設備、竹の子の水煮とそれから竹の加

工ですか、この設備。これも前回確か自分の覚えでは刑務所、要するに美祢社会復

帰促進センターの近くに隣接した所に建てるという回答だったと思うんですよ、前

回はですね。我々近くに知ったもんがいるから、例の市と等価交換した土地３万坪

ぐらいのとこありますね、あそこと我々は先入観持ってたものですから、多分そこ

にできるだろうと思って、近くの者にあそこ工事が始まったら教えてくれというこ

とだったんですけど、いつまでもなかったということで、よう調べてみたら桃の木

の方にできてたということなんですけど、これの場所が変わったかどうかわかりま

せんが、我々が先入観だったのか、市は最初からそこに計画していたのか、ちょっ

とそこはわからないとこがあるんですけど、そこの説明と、二点目はいつ完成時期

で、完成した場合この建設観光委員会で見学いけるかどうか、三点目はちょっとな

かなか難しいんですけど、情報ですけど、この竹の子の水煮の工場というのは色々
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過去問題となった場所ですから、これらの物件の変更等、場所の変更とか、これら

の物件はですね、どうして我々は調べたらいいかといったら、入札物件ですから建

設新聞ぐらいしかない訳ですよね。こういう問題になった物件といいますか、これ

らは市の市会議員の方に連絡もらえるかどうか、何かの機会にですね、なかなかこ

れ難しいんだろうけど、入札物件調べればわかるんだろうけど、我々そこまで目が

届かないというか、今回初めて人から聞いて知った時にはほぼ完成してた状況なも

んですから、その三点についてご回答のほどお願いします。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 水煮関係の場所については議員さん言われましたと

おり当初社会復帰促進センターの隣接の近くに検討の位置としてはございました。

当然施設を作るにあたり水が大量にいるということ、当然大量に流れるというこ

と、それ等々を考慮しました時、旧桃の木小学校の跡地が位置的に十分な、その辺

が全部満たされるということで一応決定した経緯がございます。そういうことで決

定された状態でございます。それと完成が事務的には６月の終わりになっておるわ

けですが、若干のあれがありまして８月末ぐらいになる予定ですが、すぐの操業に

はなりませんし、その辺一番見られる時に、一番議員さんらが見られる時にその辺

は見ていただくように調整も図りたいと思っております。先程、最後の物件で。 

○委員（柴崎修一郎君） これ入札だから、物件ですから我々情報を知ろうと思った

ら建設新聞見ればわかるんでしょうけれど、我々普段見ないもんで。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 入札等については、総務の方、情報公開の方で入札

後皆開示しておりますので、内容は見れます。それと当然予算の時にそういうこと

でしてますので、具体論も原課原課で全部ご説明もできますので、その辺について

は十分対応しますので、よろしいですか。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 今の竹の工場なんですが、竹の水煮の工場なんですけど、桃

の木小学校の跡地でやるということで、これはこれで決定されたらしょうがないと

思うんですけど、私地元豊田前で隣接した近くにできるという当初のお話でしたの

で、常々村田市長も言われてますが、人を呼び寄せるということが大事ということ

で、今刑務所に視察の方が結構来られるんですよね。そういった方にも地元でこう

いった産業を起こしたと、でこういう工場を建てて、それを見学しながら見せてい
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くのかなというふうな期待もしてたわけですよね、それが桃の木小学校の跡地とな

ると結構離れてますし、視察に来られる方は大型のバスで来られますのであそこす

ごく出入りがしづらい場所に建設されてます。そういったことでちょっと本当の工

場という形のものだけしか考えてないというか、そういった村田市長が思われてる

ような市外、県外に発信できる施設にできるはずだったんじゃないかなというふう

に思ってましたので、非常にあそこに作ったのが不自然かなというふうにずっと思

ってました。地元の方もですね、それをきっかけに地元に空き店舗がいっぱいあり

ますので、そこで竹細工の職人さんなんかを集めてですね、そういった街づくりを

していこうかという具体論まで出てきてたので、非常に残念だなというふうに思っ

てますので、どうにか周遊というか回遊というか、そういった来たお客さんを桃の

木小学校の見れる、工場を見て、ここでこういった製品を作ってるんだという見れ

るような形にもっていけないかなというふうに思ってますが、その辺はお考えがあ

るかどうかお聞かせ願いたい。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 位置の決定について、結果として説明不足というこ

とで大変遺憾に思うわけですが、計画的に先程ちょっと説明しましたが、当初の候

補地と場所では水の処理が全くできないと。水の供給も難しいということが一つで

もございました。西岡委員言われるそれも一連の観光的なあれに使うということで

旧桃の木小の跡地については右方向から入れますが、若干狭いということでその辺

も今後の課題になるわけですが、反面あそこの場所の敷地についてはひな壇ではご

ざいますが、また先に夢のあるといいますか、そういうことも敷地的にはございま

す。それと建物的に工場といいながらそういう観光的に体験できたりそういうこと

をするということも当然考えられますが、地域一体ということで今後いいように使

えるようなことで執行部としては考えたいと思っていますが、またご意見も頂戴し

たいと思います。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、岩本副委員長。 

○副委員長（岩本明央君） 入札の件で私勉強不足だったんですが、入札の結果は今

まで美東町では５００万円以上だったかな、議会に報告されまして事業名、工事

名、業者名、金額等、工事期間等は議会で報告されておったけど、新美祢市の場合

はその辺はどうなんですかね。 
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○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 旧地区についてはそれぞれございまして、当然新市

では同じ体制でやる考えではございます。それで今その辺の関係を監理課、指名、

入札、検査に至るまで監理課が全部所管でやるわけですが、現在の合併の前に準備

当然すべき内容でしたが、なかなかできないという状況がございました。それで今

現在もまだ事務事業の調整中でございます。今の関係の入札の結果のことにつきま

しては、当然先程言いましたみたいに情報の開示コーナーで全ての金額を皆開示す

るということで、５００万以上が議会のうんぬんとかいうことはなしに、全部開示

するということでやるようにしてますし、今現在もしております。以上です。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） ちょっと別件ですけれど、勉強会の時に農協と森林組合に

今、今年度どの位の助成金なり補助金なりを出したか、あれば資料を委員会までに

提示していただきたいというお願いをしておきましたけれど、その資料があればお

願いしたいと思います。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） 今農協と森林組合への補助金の一覧という

ことのご質問がございました。一応手元に用意はしてきております。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、配布を許可します。 

〔資料配布〕 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） それではお配りをしました資料についてご

説明を申し上げます。まず上段に山口美祢農業協同組合に対する補助金一覧という

ことで、予算書の方から抜粋をさせていただきました。左側に補助金の項目、次に

補助金額、それから県の事業等を使ってその中の市負担分も補助しているというこ

ともございますので、県、市、それから農協という形での負担区分も書いておりま

す。それから補助金の概要ということで整理をさせていただいております。まず農

業技術等農業放送番組制作事業補助金でございます。これは予算に定める額として

７９０万を支出をしております。これはＭＹＴの番組で、農業放送も作成をお願い

しているということで予算化しているものでございます。それから事業名としまし

て、やまぐち多彩な園芸産地育成事業補助金として下の三つの事業を農協の方で行
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っております。先ず、厚保栗品質・生産技術向上対策事業として、これはソフト事

業でございますが、県事業で、県の３分の１が市の方へ入ってまいります。これを

直接農協の方へ支出しているというものでございます。次に、秋芳梨防風対策棚導

入事業と申しまして、６４６万６千円でございます。これも単県事業でございまし

て、県の負担率３分の１と市の負担部分３分の１を農協の方へ支出をしておりま

す。それから秋芳梨補助事業としまして、１０万でございます。これは県の半分と

言いますか、補助金部分を１０万を市が収入をし、そのまま農協の方へ支出してお

ります。それから美祢地区野菜協議会負担金としまして、４万５千円でございま

す。これは農協の方に、この美祢地区野菜協議会が野菜の振興を図るということで

設置をされております。その運営費補助として支出をしております。それから農業

管理センター運営負担金でございます。９１２万でございます。農業管理センター

につきまして、新市合併前、旧一市二町にそれぞれ農業管理センターがおかれてお

ります。現在も３センターあるわけでございますが、それの運営補助金としまして

９１２万。今年度から、昨年まで１センター、３８０万でございましたが、一応２

割カットの予算で計上させていただいております。それから栗園造成事業補助金で

ございます。栗の苗木の補助でございます。８０万を予算化をしております。それ

から農業生産組織活動補助金でございます。これは農協の生産部会への補助という

ことで、２４万７千円でございます。それから麦振興対策補助金としまして、美東

地区におきまして裸麦を奨励をしております。小麦に比べ裸麦について単価が安い

ということで、共同乾燥施設の利用料の補助としまして市が３分の１補助をしてい

ると。それから農産物安全・安心システム導入モデル事業補助金としまして、７５

万でございます。これにつきましてはトレサビリティ事業と言いますか、生産利益

の記帳について、その制度を図るということの費用でございます。県の負担金、補

助率２分の１を市が収入をしまして、そのまま農協の方へ支出をしております。そ

れから畜産関係としまして、畜産組合補助金、６万でございます。これは一市二町

合併に伴いまして、それぞれ一市二町ありました畜産部会を統合しまして、今農協

の方では一つの組織となっております。これの運営補助金としまして、６万円でご

ざいます。合わせて３，２８７万４千円を予算書の中で計上しているところでござ

います。 

  続きましてカルスト森林組合に対する補助金一覧でございます。多目的作業道開
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設事業補助金として、事業費の補助ということで、予算に定める額として３８０

万。それから森林再生事業補助金として６９５万。作業路網開設補助金として４８

４万５千円。この３件合わせまして１，５５９万５千円を予算書の方に計上してい

るものでございます。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 補助金を出すのは当然これらの対策事業ということでわかる

んですが、昨日の新聞報道とか、テレビの報道とかいろいろありましたけれど、農

協の不祥事が続いたということで、県が事業改善の命令を出したということで、市

も補助金を出すわけですから、なんらかそういった形の対策なり、対応なりを聴取

されたかということと、今後どのように改善をしていくかという報告があったかど

うかちょっとお伺いしたいと思います。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） 市として農協の方に指導はされたかどうか

というご質問だろうと思います。行っておりません。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 今後も求めないと、で、今後も求めないで補助金を交付する

というスタンスでいくということですか。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、市長。 

○市長（村田弘司君） 西岡委員のもっともなご質問だろうと思います。非常に多額

の使途不明金があるということ、他にもありまして、県の方が調査をされて、これ

から強力な指導体制に入るということが新聞報道にも出ておりました。我々美祢市

においても今ご説明申し上げたように、この当該年度を見まして３，２００万円ば

っかしの補助金を山口美祢農協に出しておると。当然補助金を出すというのは、補

助金というのは、税金ですから、その税金が正当なことで使われておるかというこ

とをやはり見守る必要がございます。出しっぱなしというのはやはり避けるべきと

思っておりますので、今後山口美祢農協に対しまして補助金の使途、それぞれの事

業ごとにはですね、事業実績報告を求めてそれによって審査はちゃんとしておるも

のでございますけれども、これから更に現実的な方法によってその辺の審査をやっ

ていきたいというふうに考えております。 

○委員長（佐々木隆義君） いいですか。はい、下井委員。 
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○委員（下井克己君） ２５５ページに道路整備工事、新設の市道改良の分があると

思うんですけど、あれの秋吉台、秋吉小学校線ですか、いつ頃から工事に入られる

のかもしわかれば教えていただきたいと思います。それと秋吉台観光まつりの助成

金の件ですけど、秋芳町の時には３５０万の助成金とあと寄付金等で１千万位で花

火大会をやっていたと思うんですけど、今回９００万の補助金、それと当然寄付金

等また前回以上に、新市合併しましたので集まるのではないかと思われます。その

助成金にしても５５０万ですか、差額がございますが、その辺のちょっと内訳等が

わかれば、花火に２尺玉が増えるというのもありますし、２千発もありますが、そ

ういうのがわかれば教えていただければと思います。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 秋吉小学校線ですが、予算成立の後、当然迅速にや

る構えでございます。支所の課長がおりますので、具体論を説明すればと思います

が、よろしいですか。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、小嶋課長。 

○秋芳総合支所建設課長（小嶋卓夫君） それではお答えいたします。はい。秋吉台

小学校線ですか、あれについては平成２０年度にですね、測量委託を行い、実施設

計まで行います。２０年２１年で、２箇年で７３０ｍ、それを工事を行うように計

画は県と協議をしております。以上です。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、山縣総合観光部長。 

○総合観光部長（山縣博行君） それでは観光まつりの経費の問題でございますが、

これは後でご説明しようと思っておったんですが、今年度の観光まつり、今まで秋

芳町でやっておりました。今度一市二町が合併をいたしまして花火、秋吉台の花火

ということもございます。それでいろいろと市からの補助金、それから商工会、あ

るいは観光協会、一般団体の皆様方、その協賛金をいただいて観光まつりを実施し

ておったわけですが、今年度、前の議会でも市長がご説明を申し上げたと思います

が、観光まつりの助成金、一般会計の中から５００万程入れていただいておりま

す。一市二町の皆さんの一体感の醸成ということで観光まつりもかなり規模を広げ

なくてはならない。それと今回３０周年記念ということもございます。合併記念と

いうこともございます。そうしたことも兼ね合わせまして今回全体経費が１，５０

０万、それから市の補助金が９００万、それから商工会から２２万８千円。これ商
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工会はですね、一市二町の商工会が一本になっておりますので、商工会でいただい

ております。それから一般団体というのが観光協会の中から、３団体ございました

けれども、これがまだ別々でございますので、これは一般団体の中に含ませていた

だいております。これが６００万でございます。この経費につきまして第１回の実

行委員会を開催をいたしておりますが、この経費につきましては、まだ不明と言い

ますか、ちょっと検討しなくていけない部分がございますので、第２回の実行委員

会が７月の２日に開催をする予定にしております。その時にまた正式な予算書を提

出をさせていただいてご検討していただくということに現在しております。以上で

ございます。 

○委員長（佐々木隆義君） よろしゅうございますか。 

○委員（下井克己君） できましたら、またその予算書を見せてください。お願いし

ます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい。その他ありませんか。はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 先程のサンワークの件がわかりましたら。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、金子課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 先程西岡委員の方からご質問がありまし

たサンワーク並びに勤労福祉会館の指定管理者の委託料の件でございます。サンワ

ークにつきましては平成１６年度から指定管理者の方に委託をしておるところでご

いざいますが、指定管理者制度をとっておるところでございますが、１６年度につ

きましては約９９９万ということです。それと１７年から１９年の３箇年にかけま

して指定管理者をお願いしております。これにつきまして１７年度は１，１８１万

２,５００円、１８年度１９年度につきましては１，１８３万５,６００円という委

託料でございます。なお勤労福祉会館につきましては１８年１９年と指定管理者を

お願いしておりますが、この委託金額につきましては３７２万４，３５０円という

ことでございます。従いましてサンワークにつきましては今年度から約８０万程

度、勤労福祉会館につきましては約２７万程度の増額となっています。以上でござ

います。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） どういった経緯、何が、例えば原油高で、物価高でとかいろ

いろあると思いますが、見積りなり算出書なりが出てこようかと思うんですが、こ
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の経費が３年契約の間でもですね、１００万以上上がってますけれど、この辺の上

がり幅というのが妥当性があるのか、その試算をされておられるのか。今回３月入

札されたかと思うんですけれども、１社のみの応募ということですが、最初の、平

成１６年の時には何社か出られたと思うんですけれども、こういった経費の積み上

げでこれだけ値段が委託経費が上がったということが、本当に市民、受けようと思

っておられる人が知っておるかどうかということですよね。最初は９９９万で落と

したから、これじゃやれないからということで、委託の入札に入らなかった人がお

るんじゃないかと、そういった情報が開示されたかどうかということをお願いしま

す。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、金子課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 只今、委託金額につきまして、これがか

なり上がっているということでございます。これにつきましては主な理由といたし

まして、委員がおっしゃいましたように灯油の値上がり、これが主な原因でござい

ます。それと施設の老朽化に伴います若干修繕料の増加等、これがあります。もち

ろん本体に付随する修理等につきましては市の方で持ちますけれども、簡単な修繕

におきましては、指定管理者の方でしていただくということでございます。それと

年度途中の変更等につきましては、灯油価格が約１０パーセント上昇するとそうい

ったことにつきましては、その分の経費につきましては、変更で対応しましょうと

いうような形になっております。ちなみにサンワークにつきましては約年間１８，

０００リッター位の灯油を使うということで、これらの経費を積み上げまして委託

料を算出したものでございます。以上でございます。 

○委員長（佐々木隆義君） いいですか。その他ありますか。無いようですので以上

で質疑、はい、岩本副委員長。 

○副委員長（岩本明央君） それではですね、最後に後担当の課長の方にお願いしま

すが、実は昨日三本松住宅に入りたいという方のご希望が私の方に入ってきまし

た。それにつきましては後担当課長の方にいろいろお話に行きたいと思いますの

で、よろしくお願い申し上げます。以上です。 

○委員長（佐々木隆義君） はい。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 岩本委員さんのお話です。住宅選考委員会というの

を定期的にやるようにしています。この度も６月２５日に設定しております。それ



－26－ 

の制度の中で申込みをされて、厳正なる選考をされてやるような仕組みになってお

ります。今後ともよろしくお願いいたします。 

○委員長（佐々木隆義君） はい。以上で質疑を終了いたします。それでは本案に対

するご意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 意見なしと認めます。それではこれより議案第１号平成

２０年度、美祢市一般会計予算を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することにご異議はございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 全員異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可

決されました。 

 暫時休憩をいたします。再開は午後１時といたします。失礼しました。それでは

暫時休憩１０分間といたします。１１時３５分から再開いたします。 

午前１１時２６分休憩 

 

午前１１時３６分再開 

○委員長（佐々木隆義君） 休憩を解き、再開いたします。 

 次に、議案第３号平成２０年度美祢市観光事業特別会計予算を審査いたします。

執行部より、特に説明が必要と思われますことがありましたらご説明をいただきま

すように思います。はい、山縣部長。 

○総合観光部長（山縣博行君） それでは観光特別会計につきまして少しご説明をさ

せていただきます。今回合併によりまして今まで観光課という１課でございました

ものを、総合観光部となりまして、総務課、振興課、この２課になっております。

それからその総合観光部の事務所でございますが、今旧秋芳町の観光センターの２

階におります。それでいろいろと市民の皆様方新しい部でございますので、本部は

どこなのかというお問い合わせもございます。そういうこともございますので、い

ろんな、総務課で一応所轄をしております事務、あるいは振興課で所轄しておりま

す事務をちょっとご説明をさせていただけたらというふうに思います。総務課で所

轄をしていただいておりますのが、業務が４業務ございます。秋芳洞業務とそれか

ら大正洞、景清洞の業務、それからリフレッシュパーク、これが今のトロン温泉の
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ところでございますが、これの業務。それからもう一つ養鱒場という、別府の養鱒

場の業務がございます。これを全部総務課が管轄をいたしております。もう一つの

振興課でございますが、この振興課につきましては、年間の観光イベント、あるい

は観光振興、それから観光協会の関連の、そうした諸々の観光振興についていろい

ろと業務でやっております。今回の観光祭りの実行委員会に係るものにつきまして

もその観光振興課の方で管轄をいたしておりますので、いろいろとお問い合わせが

あるかもわかりませんが、その節にはその係の方へお問い合わせいただければとい

うふうに思っております。いろいろ業務の係がございます。ご承知のようになかな

か累積赤字の多い課所でございますので、職員一同大変がんばっておるようなしだ

いでございます。一般会計、今回の特別会計につきまして、それぞれ既にご承知と

は思いますので、担当の課長、振興課長の方から具体的な内容の説明をさせていた

だきたいと思います。ご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、篠田課長。 

○総合観光部観光振興課長（篠田清実君） それでは観光会計につきましてご説明申

し上げます。ページは３９９ページでございます。一般管理費について、一般管理

費の上から５行目、印刷製本費でございます。これにつきましては一市二町合併に

伴いまして名称等の変更がございました。それに対する秋芳洞の観覧券、駐車券等

の印刷製本でございます。旧観覧券等につきましては印鑑で対応し消化をしており

ます。続きましてそれから５行下、手数料でございます。これは観覧料に対する、

業者に対する手数料でございます。秋芳洞収入に約４０パーセント掛けて、業者に

は１２パーセントの手数料を払っております。次に管理委託料、管理委託料につき

ましては、これは指定管理として秋吉台家族旅行村に２,９００万円を出しており

ます。次に４０１ページでございます。繰出金です。繰出金につきましては環境衛

生会計の方に繰り出しを行っております。００３、財産管理費、借地料、これは秋

芳洞周辺の駐車場の借地でございます。全部で３１名、５３件、約５３,０００平

米を借りております。次に００２、施設管理費でございます。施設管理費の中の下

から５行目、施設整備工事費、これはエレベーター事務所の雨漏り、センター待合

室の天井の、天井張等でございまして、新規のものはございません。維持補修的な

工事でございます。続きまして４０３ページ、秋芳洞業務費でございます。下から

１１行目、業務委託費、これは秋芳洞周辺にあります駐車場２箇所、これに料金の



－28－ 

徴収としてシルバーの方をお雇いし、料金の徴収をしているものでございます。そ

の下の機器借上料、これは秋芳洞内の電話、秋芳洞内の案内、そういったものの機

器の借上料でございます。下から３行目、施設整備工事、これはエレべーターの摩

耗劣化した部品の取り換えでございます。４０５ページ、大正洞、景清洞の業務費

でございます。これにつきましては特に新規事業はございません。通常経費を計上

しております。４０７ページ、養鱒場業務費でございます。養鱒場業務費につきま

しても特に新規のものはございません。通常の経費として計上をさせていただいて

おります。４０９ページ、リフレッシュパーク施設事業費、これにつきましても同

じく新規事業のものはございません。通常の必要経費を計上させていただいており

ます。４１１ページ、観光振興費でございます。００２の一般管理費、上から７行

目、特別旅費、これにつきましは観光宣伝用の旅費として組んでおります。特に今

回はデスティネーション関係もございまして、県と連携し、首都圏なり神戸、京

都、横浜、その辺の方につきまして観光宣伝を行っております。続きまして、印刷

製本費、これにつきましても一市二町合併に伴いまして名称等変更になりました。

これに伴うパンフレット、リーフレット、ポスターを作成する経費でございます。

広告料、広告料につきましては、福岡に２箇所、小倉、新山口の駅に電光掲示板を

設置し、また宇部空港にも電光掲示板を設置しております。その他テレビ、新聞、

雑誌等の広告料でございます。続きまして４１３ページ。上から３行目。ミステリ

ーツアー「名探偵コナン」販売促進協議会負担金、これはこの度行われますデステ

ィネーションキャンペーンを行いまして、山口県、そして山口市、萩市、美祢市、

津和野町、ＪＲが共同で観光客誘客促進協議会を設置いたしました。それに伴いま

しての負担金でございます。名探偵コナンにつきましては、テレビでやっておりま

すとおり、テレビ放映、そして雑誌の宣伝等もこの中含まれております。秋芳洞に

つきましては、コナンのミステリーツアーの謎解きの一箇所として秋芳洞内に謎が

設置されるということで、このツアーに参加する者につきまして全て秋芳洞に入洞

するということになります。００３観光振興総合計画策定事業。これにつきまして

は新たに観光振興に伴います計画を策定するための協議のため設置したもので、報

償費、これは委員さんの謝礼、講師の謝礼と、食糧費についてはお茶代と考えてお

ります。続きまして、償還金利子でございます。これは先程の質問の中にもござい

ましたが、リフレッシュパークの償還の元金でございます。同じく２３につきまし
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て、利子につきましては、リフレッシュパークの同じく利子と一時借入金の利子で

ございます。以上で終わります。 

○委員長（佐々木隆義君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 質疑なしと認めます。本案に対するご意見はございませ

んか。 

    〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） ご意見なしと認めます。 

それではこれより議案第３号平成２０年度美祢市観光事業特別会計予算を採決い

たします。 

本案について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 全員異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可

決されました。 

  次に、議案第２５号美祢市林業振興協議会条例の制定についてを審査いたしま

す。執行部より説明を求めます。中村課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） それでは議案第２５号、美祢市林業振興協

議会条例についてご審議をお願い申し上げます。この条例につきましては、森林の

整備に関することや、鹿や猪等の有害鳥獣の駆除に関することなど、広範に亘って

調査、審議していただく協議会を設置するために、調定をしているところでござい

ます。なお、この協議会の委員といたしまして、第３条に市議会議員の皆様方、そ

れから学識経験を有する者、その他農林業関係機関又は団体の役員、及び市長が定

める者としているとこでございます。なお、この提出しております原案につきまし

ては、合併協議会の専門部会におきまして協議、作成をしたものでございます。な

お、旧美祢市におきまして、林業振興協議会というものを設置をされておりました

関係から、林業を振興する上でこのような協議会が必要であろうということで引き

続き新市におきましても協議会を設置したいということでご審議を申し上げている

ものでございます。よろしくご審議の程お願い申し上げます。  

○委員長（佐々木隆義君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません
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か。 

    〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 質疑なしと認めます。本案に対するご意見はございませ

んか。 

    〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） ご意見なしと認めます。 

それではこれより議案第２５号、美祢市林業振興協議会条例の制定についてを採

決いたします。 

本案について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 全員異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可

決されました。 

  次に、議案第２６号美祢市都市計画審議会条例の制定についてを審査いたしま

す。執行部より説明を求めます。はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 今の条例の次のページの２６－１になると思います

が、美祢市都市計画審議会条例の制定についてでございます。現在新美祢市は、旧

美祢市が全域が都市計画区域、それと旧秋芳町の一部を除いた、秋吉台を除いた区

域外が都市計画区域になってます。美東町については都市計画区域に設定されてな

いという状況でございます。その区域内にある都市計画行政の関係の円滑な運営を

計るために設ける審議会でございます。組織としましては、学識経験者５名、市議

会議員５名、市の職員５名とされて、これは合併前事務事業の調整で大半旧美祢市

の方の意向になったわけですが、こういうことで決定をしております。今後総合計

画等で土地利用等、また計画道路、計画公園、特に必要な施設等の審議にはこの審

議会の諮問を得るようになると考えております。その他下水道の関係の変更等いろ

いろなことにも、この審議が該当するようになると思います。あと審議会について

は、この条例は最後の附則になりますが、承認後は７月１日から施行するというこ

とで考えております。以上、審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（佐々木隆義君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、岩本副委員長。 

○副委員長（岩本明央君） えーっとですね、教えて欲しいんですが、この都市計画
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税、固定資産税、これが何か住民の方によると今度、最初のあれが５月の末やった

かな、固定資産税の納期があったんですが、上がっちょらせんかというふうなご質

問がありました。ここで聞くのかは別問題ですが、都市計画税と固定資産税とを足

したものがこの前来たように覚えておりますが、この辺はどうなんですかね。  

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 都市計画税、その具体論につきましては、私の方の

所管のあれではないわけですが、基本的に都市計画税というのが、旧美祢市の場合

を言いますと、用途地域内とその他都市計画的必要な区域を設定、地番等で設定し

ております。その辺で固定資産税に付加するようになっておる仕組みもございま

す。その辺で今回上がったとかということについては、こちらの方の所管ではない

わけですが、評価の関係等々ございますが、基本的には地番設定をしてやっておる

と。大半、美祢市は用途地域内が都市計画税がかかるということで、ということま

での回答しかできませんが。 

○副委員長（岩本明央君） 今、ご説明がございましたように、わかるんですが、今

まで美東町はそういうものがなかったわけですよね。都市計画区域がなかったか

ら、その辺で疑問があるかなという感じもしたんですが、秋芳町が一部あるという

ことが今日初めて知りました。その辺で住民の方の感覚と言いますか、その辺があ

るんかなと私思ったんですが、じゃー、別に上がったかどうかということは、おた

くではわからんということですね。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 条例にも、先程言いましたように、地番設定以外に

も先程議長さんからいただきましたけれど、用途地域内、美祢市の中心市街地を用

途地域に定めております。その区域とそれ以外については、旧美祢市の範囲だけで

すけれども、それ以外については地番で必要なところがかかっております。旧秋芳

町、美東町については都市計画税がかかってないと私は認識をしておりますが、都

市計画区域であっても。その辺所管ではないので、その辺はまた後程調べさせてい

ただいて、管轄の所に聞いて判断しますので、すいませんが、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（佐々木隆義君） その他ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 
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○委員長（佐々木隆義君） 本案に対するご意見はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） それではこれより議案第２６号美祢市都市計画審議会条

例の制定についてを採決いたします。 

本案について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 全員異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可

決されました。 

  以上で本委員会に付託されました議案４件につきまして審査を終了いたしまし

た。 

  それでは、その他、委員の皆さんから何かございましたらご発言をお願いいたし

ます。はい、河村委員。 

○委員（河村 淳君） その他ということですが、例の予算でもあるように、萩小郡

間地域高規格道路整備促進同盟会議負担金というのがあるんじゃが、その辺につい

ては、皆さん、美祢市の人か秋芳の方はあまりわからんじゃったかもわからんか

ら、私も説明をしちょかんにゃいけんと思うんじゃが、この前から新聞で塩漬けが

どうとかこうとか、１１年間どうとかなっちょると、ちょっと発表されておる。こ

れについて私が、その時の、ずーと前は建設課長じゃったんじゃが、公社設立頃に

ゃおらんかったんじゃが、辞めちょったんじゃが、要はそこまでのいきさつ、なぜ

１１年間やらんかったんかということは、一応の、土地開発公社の理事長が本当は

説明してのが一番良いんじゃろうが、私のわかる範囲で皆さんに話をしちょくんじ

ゃが、要は高規格道路の十文字インターというのは、美東ジャンクションはもちろ

んのことじゃけれども、インターというのは、これは開発インターじゃないん。行

政インターということになっておるん。そういうことはそこはあくまでも行政がそ

の近くに、今の十文字原を購入しちょるわけなんですが、その辺を事業計画をもっ

て開発せんにゃならんような条件があったわけです。それでなぜ１１年間置いちょ

るかということになるんじゃけれど、要は一つの、簡単に言えば、一番簡単なもの

は、どこを路線が通るかということがあったんじゃ、初め。一応インターはできる

が、十文字インターというのがどこの路線を通るかということがあるので、開発し

ようにも、計画を作ろうにも、道路がど真ん中に今通ちょりますけれど、そこ辺が
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どの位置を通るかというのがはっきりせんじゃった。その辺ではっきりした時点で

は、まだ２、３年はあったんじゃが、その時に、なんかそらー、ブルかなんかで、

宅地、山ですからね、山と畑で、その時何かをやれば良かったんじゃろうけれど

も、前の町長は合併があることだから、合併前にそういうことを、事業をとりかか

るということは、ちょっと、借金を抱えて美祢市に行くようになるという観点か

ら、市になって初めて計画を立てて、すぐやろうというので、考え方、簡単に言え

ばそういうことで１１年間というものが塩漬けという言葉になっちょるけど、やろ

うにもやれんかったということが一点あります。それと美東町が２０年度予算に対

する要望書等の移動政調会というか、あーいうので計画書も皆できちょる。あそこ

の絵であるけれど、公共施設ゾーンとか、それから結局、公共施設ゾーンというの

は、私は目玉と思うんじゃけど、公共施設、良う言うと、これはできるかできんか

わからんけど、山口の試験場を持ってきてくれというのが要望に上げてあります。

それとミニ農業大学でもいい。だから、それと住宅とそれから企業誘致とこの辺の

パターンを三つの区画に区切って絵ができておる。そういう状況になっておるの

で、これはあくまでも建設省から初めの行政インターを作るということは、開発イ

ンターじゃないんだから、美東町が何をそこでやるかというのが一番の、すぐやら

んにゃいけん。へやから市長さんにお願いしたいのは、今年度からでもその辺をす

ぐ何かでもかかってもらわんにゃ、ちょっと今までの要望してきた、陳情してきた

ことの成果があがらんと私は思っております。だからそういう事情がありますの

で、塩漬けという理由をはっきり言わんと、あまり、何もせんじゃったそかと、や

っぱー皆さん方に誤解を招くといけんと思って、一応ここで簡単な説明じゃありま

すが、一応報告をして、私なりの報告をしておきます。以上。 

○委員長（佐々木隆義君） その他ございませんか。はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 指定管理者の件、農協の件で教えていただきたんですが、現

在美祢農協に指定管理者として委託しているのは、何件、どこの場所があるのかと

いうことを教えていただきたいんですが。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） お答え申し上げます。ＪＡ山口美祢を指定

管理者としているものに関して、美祢の農産物加工センター、それから美東にあり

ます美東農産物加工所、それからこれも美東にあります直売所みとう、この三つで

ございます。申し訳ございません、ＭＹＴもございました。 
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○委員長（佐々木隆義君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 先程も申しましたけれど、市長の方からでも農協の方に強く

申し入れてもらいたいんですが、指定管理者ということで、先程の補助金とは別で

すけど、市の方からの委託ということですので、これに関してもチェックなり、業

務改善を進める上で、一言申し入れをしていただければというふうに思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（佐々木隆義君） はい、他にありますか。 

    〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） 無いようでしたら、私の方から土木事務所との協議会に

ついてご報告をいたします。既に委員の皆様にはお知らせをしてますとおり、いろ

いろな要望等の取りまとめということで、その協議会の開催日、あるいは場所等に

つきましては現在調整中であります。決まり次第ご連絡を申し上げますのでよろし

くお願いたします。なお要望事項につきましては、この２７日、議会最終日までに

事務局の方へ提出をしていただきたい。議員の皆様方に、全ての議員さんに、私は

聞いていないよということがないように一つお願いしたいと思います。なお、要望

事項の取りまとめにつきましては委員長にご一任を願いたいと思いますが、よろし

いでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○委員長（佐々木隆義君） ありがとうございます。そのようにさせていただきま

す。 

それでは本委員会をこれをもって閉会といたします。ご審査ご協力誠にありがと

うございました。大変疲れさまでした。 

    午後 ０時０５分閉会 
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